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９月補正予算の概要 

 
１．補正予算の編成の考え方 

今回の９月補正については､補助の決定・変更等に基づく事業予算や事業執行上著しく支障

をきたすものなど緊急に実施する必要のある事業予算を計上することを基本に編成を行った。 
 
２．一般会計補正予算（第３号）の概要 

① 補正予算の規模 

歳入は、普通交付税、緊急雇用創出事業費補助金などの県支出金、繰越金等の予算額を計

上し、歳出については上記の考え方に基づく事業費を計上した。 
この結果、補正額 929,655 千円を追加し、補正後の一般会計歳入歳出総額が 28,220,269

千円となった。 
② 主な事業 

ⅰ県補助金の決定・変更等への対応  
 ○緊急雇用創出事業費補助金事業（5事業－7人）  8,453千円
  ＊観光ルートＭＡＰ作成・活用事業 （P10） 1,179千円
  ＊ふるさと体験支援事業 （P10） 727千円
  ＊街なか観光促進事業 （P12） 3,331千円
  ＊結いの里づくり推進事業           （P12） 906千円
  ＊相馬野馬追の里ブランド化推進事業 （P12） 2,310千円
 ○その他の主な事業                
   地域に開かれた保育施設等環境整備事業・補助金（4事業） （P10,18） 8,100千円
   市道改良整備事業（核燃料税） （P16） 17,950千円
ⅱ緊急課題への対応  
   企画一般経費（第２回事業仕分け経費） （P8） 518千円
  ＊高齢者賀寿事業 （P8） 1,833千円
   企業立地促進事業助成金 （P14） 72,268千円
  ＊地域消費拡大支援事業補助金 （P14） 10,508千円
  ＊中小企業景気対応緊急利子補給金 （P14） 2,554千円
   市単独道路新設改良事業（原町区） （P16） 40,804千円

消防・防災センター整備事業   （P16） 5,244千円
  ＊特色ある学校づくり事業補助金（小・中学校） （P16,18） 4,528千円
   日英子供交流事業 （P18） 1,300千円
  ＊飯崎ほ場整備関連発掘調査事業 （P18） 24,000千円
＊は新規事業  

③ その他 

 【参考】財政調整基金の状況 

（単位：千円）

補正前 今回 補正後 補正前 今回 補正後

1,458,313 11,232 328,244 339,476 124,700 0 124,700 1,673,089

Ｈ21末残高
積立額 取崩額 Ｈ22末残高

見込み
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３．特別会計補正予算の概要 

① 国民健康保険特別会計（第 2号） 
平成 21年度決算に伴う国への返還金等を補正するもので、補正額 63,127千円を追加し、

補正後の歳入歳出総額が 7,624,462千円となった。 
② 老人保健特別会計（第 1号） 

過年度の老人医療給付費負担金の精算に伴う国・県等への返還金等を補正するもので、補

正額 904千円を追加し、補正後の歳入歳出総額が 2,591千円となった。 
 ③ 介護保険特別会計（第 2号） 
   平成 21 年度決算に伴う国県等への返還金及び介護給付準備基金繰入金の剰余金積立など

を補正するもので、補正額 67,946 千円を追加し、補正後の歳入歳出総額が 4,383,830 千円
となった。 

 ④ 農業集落排水事業特別会計（第 1号） 
   東部農業集落排水処理場の汚水ポンプ修繕に伴う経費を補正するもので、補正額 2,520千

円を追加し、補正後の歳入歳出総額が 169,535千円となった。 
 ⑤ 後期高齢者医療特別会計（第 1号） 

過年度の後期高齢者医療保険料の還付金などを補正するもので、補正額 1,579千円を追加
し、補正後の歳入歳出総額が 659,449千円となった。 

 ⑥ 病院事業会計（第 1号） 
収益的支出は、医師確保の観点から分娩手当の創設などに係る経費の追加により 1,433千

円を増額し、補正後の支出総額が 4,388,394千円となった。 
 ⑦ 下水道事業会計（第 1号） 

収益的支出は、汚泥運搬業務委託経費の追加により 4,349千円を増額し、補正後の支出総
額が 1,307,581千円となった。 
資本的支出は、バキュームカー等購入費の請差額の減により 1,806千円を減額し、補正後

の支出総額が 1,412,438千円となった。 


